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日本の壱岐島から見つかった新化石種

Apl'sll'thohennaeaEngelとミツバチの生物地理

1970年に国立科学博物館の藤山家徳博士

が,壱岐島の長者原層において,中新世の中期

頃の地層で発掘調査を行い,そこで得られた多

数の昆虫化石を国立科学館専報に記録している

(Fujiyama,1970).その化石標本の一つにミツ

バチの働きバチの化石標本がある.その記録報

告書の中で藤山博士は,外部形態が明らかに現

生のミツバチと異なることを指摘しているが,

当時はまだ他種のミツバチとの分類および系統

的な位置付けを決めるだけの文献や分類情報が

なかったため,この化石標本の同定をすること

はできずに未整理のままであった.そのため,

この標本はApl'ssp.として同定され 国立科学

博物館 (東京)に所蔵されていたが,時間の経

過とともにミツバチ研究者たちから忘れられた

存在になっていた.1993年に,私は世界各地

から産出した化石種のミツバチと多数の現生す

るミツバチを含めたハナバチ頬からの形態形質

にもとづく分類体系をまとめるために,モノグ

ラフの作成をはじめた (これは非常に大規模に

なるため,各研究項目については,いくつかの

ミニレビューがすでに公表されている :Engel,

2001a;2004:EngelandPenalver,2006;Engel

andPerkovsky,2006)･ちょうど私がモノグラ

フを作成している時に,藤山博士の 1970年の

発掘調査の報告書の存在を知ることになり,香

岐島の長者原層から見つかった標本の研究許可

を同氏に要請し,幸いなことにこの化石ミツバ

チ標本の同定を行うこができた.

この誌面上で私は,このミツバチの化石種

の同定についての短い記載論文とApjs(ミツ

バチ)属の生物地理について一般的な総説を

述べることにした.ハナバチ全体の一般的な

MichaelS･Engel

進化史に関する総説は,Engel(2001a:2004)

とCrimaldiandEngel(2005)にまとめてある.

また,ハナバチの外部形態に関する総説は,

Engel(2001a)にまとめてあるのでそれらを参

照していただきたい.

長者原層から見つかった化石標本は,決して

良い状態で保存されていなかったため,分類や

同定に必要な形態を観察することが,部分的に

不可能であったが,それでも種の同定について

は,断片的ではあるが十分な分類学的な根拠を

与えるだけの形態情報を抽出することができた

(図1).標本は働き蜂であることは一見して確

認することができた.大あごは開いた状態で頭

部は横向きになっていて,頭部から腹部にかけ

てはつぶれた状態であった.大あごの部分は,

頭部の先端部分から突出していたので容易に識

別することができた.前麺は腹部から膨腹部の

横側に鋭角に伸びた状態で,一枚の超のみが識

別可能であった.後麹は,前麹の下に隠れてい

てかすかに痕跡が見える程度であった.前脚は,

腹部から直角に伸びた状態であった.後脚の節

(裏側が見える状態になっている)は,膨腹部

の反対側に沿った形で有廼胸節の後部で保存さ

れていた.肢節の周辺に見えるものは,様々な

植物の断片化石であると思われた.刺針は,膨

腹部の先端にわずかに見える程度であった.

この化石種は,体長が大きいことと暗褐色の

麹を持っている特徴から現生のオオミツバチ

Adwsata(亜属Megapl'S)のグループである

と結論づけることができた.化石標本の個体は,

cu-a脈から基脈までの長さが離れていること,

第3中室 (亜緑室)の末端の角度が450よりわ

ずかに小さいという特徴によって,これまでに
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記載されている化石種 (Ahenshawl'グループ

は450以上ある･Engel,1999;2006)と容易

に分けることができた.このような特徴から

A.ll'fhohermaea(※ 1)は,現生種の分類群に

含まれるはじめての化石種であると結論づけた

(Engel,1998,1999).この分類群には,現在

のところ東南アジアからオオミツバチA.dor-

sataとヒマラヤオオミツバチAlabon'osaが記

載されていて (※2),これらの種には,暗褐

色の廻,細長い後部の基附節,大きな体長とい

うミツバチ属のなかでは派生的な形質を持つと

いう特徴によって,他のミツバチとは別亜属と

して位置づけられている.そのオオミツバチと

比較すると,体長はわずかに小さく,径室の先

端にある脈節の欠損,第2径室の前端側緑部,

第2亜径室と第 1中重の間の狭い廼脈,長めの

第2中室,第3亜径室の狭い先端廼脈,上部の

後部基鮒節における内側表面の後背管腔の毛が

少ないという特徴によって,明らかに独立種と

みなすことができた.この新種の完全な記載に

ついては,Engel(2006)に記述されているので,

詳しくはそちらを参照していただきたい.

考察

ミツバチは,今日われわれヒトにとって一般

的な動物となっていて,農業や自然生態系とい

う両面から重要な生物である.ハナバチの族レ

ベルでの多様化は,始新世から漸新世の気候変

動によって漸新世の初期頃はじめて起きたのか

もしれないと考えられている.確かに始新世の

時代には,ミツバチ族と系統関係があると思わ

れる様々なハナバチ族が存在していたという化

石証拠がある.したがって,同じ時代からはミ

ツバチ族の祖先種は見つかっていないが,ミツ

バチの祖先系統となった族グループは,その後

の数千年の期間で現れたと考えることができ

る.われわれは,ミツバチと共有派生形質を持

つハナバチのグループが,漸新世の後期にはじ

めて現れたことを発見し,さらに始新世の中

期のハナバチの中でElectTlaPl'nl'族という絶滅

したグループが,現生するApl'nl'族とハリナシ

バチMellj)onl'nl'族のちょうど祖先系統に位置
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図1Apl'sll'thoheI･maeaEngelのホロタイプ標本.
上と下は二分された化石の両断面であって,

ちょうど鏡に映した状態のように逆向きに

なっている (本誌表紙にカラーで掲載して

あるので色彩についてはそちらを参照いた

だきたい)

すると考えている (Engel,2001:Wapplerand

Engel,2003).このグループ (ミツバチ属の直

接的な祖先種であるThaumastobombus属まで

を含む)は,ミツバチやマルハナバチまでを含

んだ分類群である.ミツバチは,始新世からは

見つかっていないが,electrapinesと近縁の分

類群から,派生したのではないかとわれわれは

考えている.それらの種は,冠Apl'S属と明ら

かな共有原始形質を持っていることから,ミツ



バチは漸新世の初期頃に最初に現れ,時を同じ

くしてユーラシア大陸で分布を広げたと思われ

る.この時期のミツバチ属の分布は,開放空間

に営巣する種であったと考えられているため

(閉鎖空間へ営巣するようになったのはセイヨ

ウミツバチA.mellljTelTaグループからで,ミツ

バチの中では,樹洞などの空間に営巣するのは,

共有派生形質であると考えられている:Engel

andSchultz,1997:Engel,1998;1999;2006),

極端な気温変化には適応しにくいことが予想さ

れるため,生息域は限られていたかもしれない.

しかしながら,漸新世のような温暖な気候の中

では,巣が露出しているかどうかという要因は,

生息条件にはあまり重要ではなく,旧世界では

広大な分布域を持っていた可能性が高い.この

ような予測は,この時代にヨーロッパ各地の地

層から原始的なミツバチ (化石種)が見つかっ

ていることによっても支持することができる

(Engel,1998).

冠ミツバチ類の分類群の祖先種は,第三紀中

新世の末期ですでに見つかっているが,漸新世

の初期になって,はじめて急激に種の多様性が

生じたのかもしれない.また一般的に,第三紀

中新世から鮮新世を通して気温が徐々に低下し

ていき,樹洞営巣性という性質が,やがて非常

に適応的な形質となったため,この性質を持つ

ミツバチの系統が,その後に進化してきたと考

えられる.このミソバチ属における起源と初期

の種分化の中では,種レベルの多様性をヨーロ

ッパにおいて地理的な時間軸でみると,徐々に

減少していったと思われる.現在,このような

減少を示す証拠はわずかではあるが,アジア

から過去においてミツバチ属の多様性が起き

たことを示す標本はほとんど見つかっていな

い (ヨーロッパからは多くの化石種が見つか

っている).しかし,新規の化石種が,アジア

で産出されたとしてもおかしくないことは確か

である.過去においてミツバチ属は,現在より

もはるかに多様性があったことが化石から推測

することができる.このような多様性の減少パ

ターンは,新規な共有原始形質の発見によって

支持されるかもしれない.その時には,この特
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定の多様性の減少傾向は,高次な社会性ハナバ

チ族の間で基本的に当てはめることができると

思われる (Engel,2001a:2001b).ミツバチに

おける激しい種間競争は,特定の場所において

集団で営巣するという性質により,生息場所の

競争もあるかもしれない.推測の域をでない話

ではあるが,地理的な時間軸でみれば,それが

種多様性の減少に影響を及ぼしているとも考え

られる.例えば,派生的な真社会性種である

Amelll'feraは,資源の競争を通じて他種 (鳥,

他のハナバチや他の社会性ハナバチ)の採餌パ

ターン,生存数,生産性に影響を与えることが

知られている.地理的な時間軸で見たミツバチ

の種間における激しい相互競争は,ミツバチの

多様性が減少した可能性の一つであり,また気

候変動のようないくつかの要因も含めて,ミツ

バチの多様性は,今日まで減少する方法に進化

してきたのかもしれないと考えている.
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訳注

※ 1 学名に使用 した11'thoはギ リシャ語で

｢石｣の意味,HelmeSはギリシャ神話に出て

くる神の使い ｢ヘルメス｣のことで,これらを

合わせて種小名の原義は ｢石の使いstonemes-

senger｣といった意味になる･属名のApl'Sはラ

テン吉名でミツバチの意味.玉川大学ミツバチ

科学研究施設ではイキオオミツバチの和名を提

案している.

※ 2 著者であるEngelは,ApjsJaborjosaを

独立種として認めていないが,多くのミツバチ

の研究者は,オオミツバチA.dorsataとは異な

るタクソンとして扱っている.
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なお,化石種を含むミツバチの系統関係につ

いては,奉誌p.xxxに訳者が補足記事として

まとめたものを掲載したので,参照いただきた

い.

(著者の住所は下記参照 翻訳 :高橋 純一)
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Therecentlydescribedgiantfossilhoneybee.

Apl'sJithohermaeaEngel.isIntroducedandbriefly

described.Thespecieswasrecoveredfrommlddle

MiocenedepositsoflkiIsland.Japan.ApJSlItho-

heI.maeaisthelargestfossilhoneybeediscovered,

rivalinglnSizethemoderngianthoneybee,A.doL-I

sataFabricius.andistheRrstrecordedfossilofthe

dorsataspecleSgroup Althoughthedorsatagroup
doesnotoccurFurthernorththanTibetandsouth-

ernChinaandinthePhilippinesinthePacific,this

lineageoccurrednearwhatistodaysouthernKorea

andJapanduringtheMiocene･Thegeologicalhis-

toryofthehoneybeesisbrieflyreviewed


